

環境条件 

定略人力電店_ 
消費電力 



動作環境 

保管環境 

超合規制 
耐性 


ACIOCIV 、 己日/日日 Hz (電源内蔵）、し S A 

定常時最大4。8 W ( 1日 MFUL L の通信、 STATUS モード時にて測定） 

最小1。9 W (無接続） 

定常を最大4。1 K C a I / h . 最小1。6 KC a L / h 
定常時最大1巨。0目 TU / HR . 最小巨。日目 TU/HR 

参ち 3。 9 W ( 10 0 MFULL の通信. STATUS モード時にて測定） 

3。4 K C a I / h 
13。 0巨 TU/HR 

省エえ法《に基づいた';肖費電力 

3。 7 W C 10 0 MFU L L の通信.巨 C 日モード'時にて測定） 

3。2 K C 0 I / h 
13。 〇臣 TU/HR 

《エタルギーの使用の合理化に関ずる法骨施行令の一部を改正ずる巧令（スイッ f ング 
機器 )に規定されている測定ちをにて測定 

動か溫度範囲日〜己日む 

動作湿度範囲2□〜9日 ％ RH (結霊なきこと） 

保管溫度範囲 - 2日〜7日 ‘ C 

保管湿度範囲已〜目日 ％ RH (結露なきこと） 

電砸放射 VCC I クつス A 


詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電磕巧害 

電気的ファストトつンジェントバース 
電気が]サージ 
耐伝導ノイズ性 
電源周波毁イミュニティ 


I 巨 C 6 10 0 0 
I E C 610 0 0 
I 巨 C 己1日日日 
I 巨 C 6 10 0日 
I 巨 C 巨1□日日 
I 巨 C 6 10 0 0 


4-2 ( 10 k V ) 

4-3 L e V e 12 
4-4 Levels 
4 -已 L e V e 13 
4 一己 L e V e 12 
4-8 L e V e 14 


形が及びな料。を彩 



大きさ 
ケースな料 
をお 

電ミ原コード 


H 31 XW 270 XD 己9 ( mm ： 
PC / A 巨 S 樹脂 
サテンブレー 
長さ2 m 

2 P 定格 • ISA 12已 V 


ツイスト。ペア。ポート： RJ 4 日コネクタ12ポート 

f 云送方す ：I 巨 EES 02。 3 10 BASE-T 

I 巨 EE 802。 3 U 1 00 BASE-TX 
を送速度 ：10/1日 0 Mbps 全 /半二重 

適合ケープル ：ツイスト。ペア。ケーブル 

C 巨 IA / TIA 己巨8カテゴリ ー 5相当试上） 

最大ち送距離 ：10日 m 

才ートネゴシエージ3ン磯能： 

1日 Mbps または100 Mbps および全二重または半二重を相手にあわせて 

自動のに切り替えて動かしまず〔工場化荷時）。 

ポート12のみ.ディップスイッ子操作で.通信条件の設定が巧能でず。 

(《1 ) MNO ジリーズ省電カモード塔載により、ポート接続を自動横知し、電力5肖費を必要量に抑制。 
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_ E D 表/ T \ 


POWER (電、原 ） LED (緑） 

点む：電源 ON 

ANY COL 。 （コリジョン） L 巨 D (梧） 

点む：半二重で動作時にいずれかのポートでパヶット衝实発生 
STATUS / 巨 CO (ステータス/エコモード） LED し禄） 
点む：ステータス モー ドで動作しまず。 

点減：エコモードで動巧しまず。 

をポートの表示は下の表 1 を参照くだざい。 

10 0 M (スピードモード ） LED (緑） 

点む：スピードモードで動作します。 

をポートの表示は下の表 1 を参照ください。 

FULL (DUPLEX モード ） LED (緑） 

点な： DUPLEX モードで動作しまず。 

をポートの表示は下の表 1 を参照ください。 


前面部にある LED 表示切替ボタンを使用して、接続している端末との巧続確認の表示（ステータス 
モード）.1日日 Mbps わ 10 Mbps の伝送速度の表示（スピードモード）、全二重、半二重の 
f 云送ち巧表示 （ DUPLEX モード）、をてのポート LED をミ肖むさせる（エコモード）こと力、— 
できまず。 

電源起動時のモードをベースモードといいまず。ベースモードはステータスモード（工場出荷時）と 
エコモードの2種類が'ありまず。ベースモードの切替は LE D 切营ボタンを長巧し （3 秒固は止巧下）に 
より変更できます。切替が正常に行われると STATUS/ECO LED 、 1 DOLED , FULL 
LED の 3 つの LED が一をに点むし.消打した後べースモードとなりまず。 

また、他モードへ手動で変更しても. LED 切替ボタンを1分間使用しなかった場合に， 1 分後に 
自動的にベースモードへ戻りまず。 

ベースモードは電源 OFF になっても保持されまず。 


シルク表ふと L E D 


| ECO モ-ド I any COLE 
ON .. . 点な -STATUS/ECO 1 
OFF... な打 . 

I - 1 100M 1 



2種類のベースモードとをモードの LED はじ I 下のように切替えができまず。 


ベースモードがステータスモード（工場化荷時）の場合 


- -► 手封で LED き示切替ボタンを巧ず 
—►•自動 

-► 自勤で1分緩にベースモードに戻る 


ステータス モード 
(ベースモード） 


I スピードモード I 


切替 （3 秒長巧し） 


ベースモードが巨 CO モードの塌合 



->手動で LED 表示切替ボタンを巧す 

- ► 自動 

- ► 自動で1分をにべースモードに戻る 


1ス干ーブスモード!-スピードモード I 


DUPLEX モ-卜‘ 
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三ドの LE _ D とポー_卜1〜12の L _ 巨 D は丄: A 卜のよつに巧厄しまず。_ 

表 

モード シルク表示 LED が態 

ステータスモード STATUS / 巨 C 0 点む 


スピー ド モード 

：)U P L E X モ-ド 

E C 0モード 


STATUS/ECO 


ポート1〜12の LED (緑） 

点打：端末との接続が正常 
点滅：データ送受信中 
消灯：ホ接続 

点灯：10 0日 M b P S でリンクザ確立 

ポート8で D I P スイッチにより1日日 M b P S 個定時 
消打： 1 日 M b P S でリンクポ確立あるいは未接続 

点打：を二重でリンクボ確立 

ポート 12 で D ] P スイ’ソ手により全二重固定時 
消打；半二重でリンクボ確立あるいは未接続 

消む：端末との.接続.未接統に関わらずをて消む 


- 3。 D I P スイッチ 


) ポート12 

AUTO / FULL スイ‘ソ手 


( 2 ) ポート12 

100 M/10W スイ‘ソ手 


AUTO WDI / WDI-X スイッ手 


( 4 ) ポ-卜1〜12 

- フ□一つン ト □ールスイ‘ソ手 


AUTO/FULL 


特殊;？ジを締め扉を 

開閉できまず。 

ホをジ 

ブイズ T 1日のヘキで□ビ王 一つ- 
ドつイパ—一をご使用ください。 


0 0 M / 10 M 


D I SABLE I 
ENABLE I 


AUTO MDl / MDl-X 
D I SABLE/ENABLE 



D I SABLE I 
ENABLE I 


FLOW CONTROL 
D I SABLE/ENABLE 


. ジおが 

TIO 


へ - 


1@關过 




扉を扇いた:厌態 

[ 1 - 


隐 II 



‘ 


D I P スイ y 乎の種類 _ 

ポ-卜 12 
AUTO/FULL 


ボ-卜 12 
10 0 M / 10 M 


ポ—卜 1 〜 12 

(3) AUTO MD I /MD I -X 


ポ—卜 1 〜 12 

(4) FLOW CONTROL 


扉を閉じたが態 


スイッチの状態 

動巧内容 

AUTO 

(工場化荷時） 

•ポート12の通信集件が才ート3ゴシ王ーシヨンで動か 

FULL 

。ポート12の通信ちすを全二重に固定 

10 0 M 

(工場化巧時） 

。ボ-卜12の通信速度を1 □ 0 M b P S に固定 

10 M 

。ポート12の通信速度を1日 Mbps に固定 

D ] SABLE 

(工場化巧時） 

。ボート12は MD I として動作 
。ポート1〜11は M D 1 - X として動作 

ENABLE 

。ポート1〜12は AUTO MDI / MDI-X 
として動作 

D ] SABLE 

C 工場化荷時） 

。ポート1〜12はI巨 EE8 日2。3 X 
フ□—コント□—ル無効 

ENABLE 

。ポート！〜12は I 巨 EES02。 3 X 
フ□-コント□-ル有効 
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6。安を確保のための使用止の禁止事項 


下記の I 頁目をミ請足されて いない 場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

( I ) 交流 10 日 V は外では使用しない 
义烫。感電。故障の原因となりまず。 

(吕）雷ザ発生したときは.この装置や接続ケーブルに細れない 
感電の原因となるりまず。 

(3) この装置を巧解。改造しない 

火お。感電。故障の原因となりまず。 

(4) 電源コードを傷つけたり.無理に回げたり.引っ張ったり.ねじったりたばねたり.はさみ化んだり I 重いものをのせたり 、加熱したりしない 
電顆コードボ破損し、乂菜。感電の原因となるりまず。 

(日）ぬれた手で電源プつグを抜き差ししない 
感電。故障の原因となりまず。 

(己）扇□部から内部に金属やなえやずいものなどの異物を差し达んだり.巧とし化んだりしない 
义巧。感電。故障の原因となりまず。 

(7) 水のある塌ホのをく.湿気吊ほこりのをい塌巧に設置しない 
义お。感電。ち女障の原因となりまず。 

(8) 直身寸日光の当たる場所和端度の高い攝巧に設置しない 
内部の温度が上がり.义をの原因となりまず。 

(日）振動。衝撃のをい場巧やすを定な攝巧に設置しない 
落下して、けが。故障の原因となりまず。 

(10) ツイスト。ペア。ポートに 1日目 AS 巨- T /1 日日目 ASE - TX 从 タトの磯器を接続しない 
义お。感電。故障の原因となりまず。 

(II) この装晋を义に入れない 
爆発。义夕の原因となりまず。 


(12) 故障時は電ミ原プつダを巧く 

電源を供給したまま長時間放置ずると火榮の原因になりまず。 

(13) 本製品を壁面に巧りかける場合は、本化および接続ケープルの重みにより落下しないよう確実に取り付け。設置ずる 
けが。故障の原因となるりまず。 


7。使用止の注意事頂 


( 1 ) 内部の点検。修理は販売店にご依頼<ださい。 

(2) 商用電源は必ず本装置の近くで.巧り扱いやずい戸斤からお取りください。 

(3) この装置の電源を切るときは電源コードをタトしてください。 

(4) この装置を清掃ずるおは.その前に電源コードをタトしてください。 

(己）仕様眼巧をこえると t 吳動作の原因となりまずのでごを意ください。 

(日）この製品をマグさットで取り巧ける攝合は、ケーブルの重みなどで製品ボずれたり落下したりしないことをご確認ください。 

また、ケーブルを接続ずるときは.製品本体を巧さえて接続してください。 

(7) この装置を富戸斤に巧り付ける塌合は.ねじなどで壁面に確実に固定してください。 

マグ主ットで高所に巧りがけた場合は.落下によるケガわ製品お損のおそれボありまず。 

C 8 ) スヴ X V 卜にフ □ ‘ソピーディスクを踰気力ードなどを近づけないでください。 

記歸内容消失のおそれがありまず。 

(日） R 」4 已コ束クタの金属端子やコぶクタに接続されたツイスト。ペア。 巾ーブルのモジ1つ了つ ダの金属端子に触れたり.帯電したものを 
近づけたりしないでください。 

詩電気により化障の原因となりまず。 

(10) コククタに接続されたツイスト。ペア。ケープルのモジ1つ了つダを々一ぺッ ト などの帯電ずるものの 上 や近辺に放置しないでください。 
詩電気により故障の原因となりまず。 
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1) 周囲の溫度が 0 〜 50 ごの範固の場所でお使い下さい。また、この装置の本体の周辺は密閉せ ず、 放熱のために+みな空間 

(最化日 mm ) を設けてください。内部に熱ボこもり語動巧の原因となりまず。 

2) この装置は放熱効まをあげるためス芋ールデスクへの巧付を推契しておりまず。やむをえず壁面や床面に設置ずると. 

壁がまたは巧材ボ变を（变お）ずるおそれザありまず。 

3) この装置に長時間身体を触れないでください。化溫みけどのおそれザありまず。 


質保証について 

本商品の品質管理には最大の!主力をいたしまずザ. 

( 1 ) 万一、本商品の品質不良が原因となり、人を並びに財をにを大の鼓響が予測される場合には.本仕様書記載の特性。敦値に 
がしを巧を持たれ、かつ二重回路等の安を巧策を組み込んでいただくことを、製造物責任の観点からわ勒めしまず。 

¢ 2 ) 本商品の品質保証期固はわ貿止け日より 1 年固とし、本仕樣書に記載された巧目とその範囲内とさせていただきまず。 

本商品に舞社の貴による瑕疵が日月らかになった塌合には.誠意をもって代替品の提供.またはおな部分の交換.修理を 
本巧品の納入塌 F 斤で速やかに行わせていただきまず。 

但し.なの場合はこの保証のが象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品の故障みお姑から話発された f 也の損害の場合。 

2 ) わ貿い上が培の巧おい、保管、運搬（輸送）にわいて、本仕様書記載な外のを件ボ本商品に加わった塌合。 

3 ) お買い止げをまでに実用化ざれている；支術では予見ずることがです龍であった現象に起因ずる場合。 

4) 义お，せ震。洪水。 火を。 紛争など弊社に責のない自巧あるいは人為的な巧舌による場合。 


取あ説日月書、本体目よ巧つベル等の注意書に従った使巧状態で保 t 正期間内に故障した場合には、無料修理させていただきまず。 

お客様の巧圾説日月書になわない巧作に起因ずる損害および本商□□□の巧障。語動作などの要因によっ て通信の機会を 
逸したために生じた損害については.その責任は負いかねまずのでご了承ください。 

(イ）使用上の I 具りおよびで当な修 I 里わ故造による故障および損傷 

(□) わ買止け棲の巧付場巧の移或.輸送.落下などによる故障および損傷 

〇〇义烫.お震、氷害、透雷.その他天癸化変およびな害、塩害、ザス害（硫化ガスなど）、異常電店、指定外の 
使用電源（電店、周波な）などによるが障および損傷 
(二）保 t 正書の損をボない場合 

(ホ）巧証青にお買止げ日、お客様るの記人のない場合.あるいは字句を吾き替えられた場合 
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